
 

 

令和６年度事業報告について 

 

１ 令和６年度「札幌市歴史文化のまちづくり推進事業」企画支援及び実施業務 

・  札幌市の文化財や歴史文化について、 観光拠点と なる都心部の文化財等を 中心に、

観光やまちづく り の資源と し て一層の活用を 進めるこ と で、 委託者が目指す「 文化

財の価値を 多く の市民が共有し 、 大切に次の世代へ引き 継いでいく 、 歴史文化の魅

力あふれる都市」 の形成に寄与するこ と を目的と し たも の。  

・  札幌市負担金及び文化庁補助により 、 下記の事業を実施し た。  

・  下記⑴～⑷の企画・ 運営について、 令和６ 年６ 月 27 日に業務委託し た。  

【 業務受託者】 株式会社ノ ーザンク ロス 

 ⑴ 市民ワークショップの開催 

  ア 開催時期  

第１ 回 ： 令和６ 年８ 月31日（ 土） 13： 00～15： 30 

第２ 回 ： 令和６ 年９ 月７ 日（ 土） 13： 15～16： 15 

若者向け： 令和６ 年11月５ 日（ 火） 18： 30～20： 30 

  イ  内容 

    令和６ 年度に設定する 関連文化財群等の検討の参考と する市民意見等を 効果的

に把握する ため、 テーマに関連する札幌の文化財を 掘り 起こ し 、 その価値や魅力

について、 観光やまちづく り への活用の観点で意見交換を 行う ワーク ショ ッ プを

開催し た。 定員 20 人に対し て 41 人から の応募があっ た。  

   【 第１ 回】  

今年度は「 路面電車」 を テーマと し 、 専門家（ 和田哲氏） による講演の後、 市

民、 ヘリ テージマネージャ ー・ コ ーディ ネータ ーがグループに分かれて、 路面電

車に関する魅力や関連する文化財について活発な意見交換を 行っ た。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師の講演 グループごとの意見交換① 

グループごとの意見交換② 発表 
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   【 第２ 回】  

  第２ 回は実際に路面電車に乗り 、 関連する文化財について深く 学び、 現地で体

験し たこ と を 踏まえ、 札幌の路面電車の価値や魅力、 活用について改めて検討し

た。  

   【 若者向けワーク ショ ッ プ】  

過去のワーク ショ ッ プにおいて、参加の少ない若年層（ 主に年齢層 20 代～30 代）

を タ ーゲッ ト に、 文化財への興味喚起を 行う と と も に、 若者視点での文化財の活

用方法、 取組アイ デアについて意見交換を 行っ た。 出てき た意見はシンポジウム

に反映するなどその後の事業展開に活用し た。  

講師は和田哲氏、 参加者は 16 人。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

貸切路面電車 

和田哲氏からの話題提供 

グループごとの意見交換 

札幌の歴史文化に関する講演 

（和田哲氏） 

グループごとの意見交換 

発表① 発表② 
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⑵ ボランティアガイド講習会の開催 

  ア 開催時期 

    令和６ 年９ 月 28 日（ 土） 13： 00～16： 00 

  イ  内容 

    前半は講演形式、 後半は実践形式によ り 開催し た。 前半は地域の味わいを 深め

る 札幌なら ではの「 風物詩」 をテーマに、 四季折々の札幌の姿について講演を 聴

いて学び、 後半は実践形式と し て、 有償ガイ ド のまち歩き ツアーに参加し てユニ

ーク な視点やガイ ド のアイ デアを実際に体験し て学んだ。  

講師は前半が田山修三氏（ 北海道文化財保護協会副理事長）、 後半が伴野卓磨氏

（ Di scover EZO主宰）、 参加者は 20 人（ 応募者 54 人） であっ た。  

 ⑶ シンポジウム「さっぽろれきぶんフェス」の開催 

  ア 実施時期 

    令和７ 年２ 月 16 日（ 日） 10： 00～16： 00 

  イ  会場 

    地下歩行空間 北３ 条交差点広場 

ウ 参加人数 

    パネル展示閲覧者約 982 人、 体験プログラ ム参加者 94 人、 ステージプログラ ム

視聴者 110 人（ ※ステージプログラ ム視聴者数はアンケート 回答数より ）  

エ 内容 

・  札幌の文化財や歴史文化の価値及び魅力を周知・ 啓発するシンポジウム。  

・  パネル展示、 パネルディ スカ ッ ショ ン等ステージ企画及び体験ブースの企画 

・  開催前の期間は、若い世代の来場者増加を 目的に、Web 上に特設ページを開設

まち歩きの様子（テイスティングゲーム） 

前半 講師 田山修三氏 後半 講師 伴野卓磨氏 

まち歩きの様子（レンガのマーク探し） 
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し 、 イ ンスタ グラ ム等を 活用し て周知や広告を 行っ た。  

   【 パネル展示】  

    協議会の活動内容、 郷土資料館、 関連団体の取組のほか、 今年度設定し た関連

文化財群と スト ーリ ー「 札幌の路面電車編」 の紹介。  

    

【 ステージ企画】  

    ・  講演①「 路面電車おも し ろ 歴史」    講師： 和田哲氏 

    ・  講演②「 遺産風景の撮り 方」      講師： 岸本日出雄氏 

    ・  ステージ発表「 落語で楽し む文化財」  演者： 林家と んでん平氏 

    ・  パネルディ スカ ッ ショ ン 

      テーマ  ： 札幌の歴史文化の楽し み方・ 生かし 方 

      パネリ スト ： 池ノ 上真一氏（ 学識者）、 池ノ 上研究室の学生 

            柴田寿治氏（ まちづく り ）  

            中根萌氏（ 旅行商品企画・ 造成）  

            和田哲氏（ 調査研究・ 活用・ 発信）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演② ステージ発表 

パネルディスカッション 会場の様子 
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【 体験プログラ ム】  

    ・  札幌軟石を使っ た路面電車づく り と 、 路面電車のペーパーク ラ フ ト  

今年度設定する関連文化財群と スト ーリ ー「 札幌の路面電車編」 にちなん

だ工作等を 体験でき るブースを 設けた。  

    ・  冬の街歩き ツアー 

札幌の歴史文化を 学び楽し む冬の街歩き ツアーを 開催し た。 大通や創成通

等を 歩き 、 周辺の文化財を たどり ながら 札幌のまちの成立ちを 学んだ。  

講師は松岡洋一氏（ 元札幌市文化財保護指導員）、 参加者は 11 人。  

    ・  フ ォ ト コ ンテスト  

      若年層が歴史文化や文化財に関心を 持ち 、 実際に足を運んでも ら う ための

企画と し て、 札幌市の文化財等の写真を 投稿し ても ら う フ ォ ト コ ンテスト を

開催し た。  

      応募期間（ 1/17～2/10） の間で 262 件の応募があり 、 シンポジウム当日は

人気投票を 行い、1, 030 件の投票があっ た。コ ンテスト 上位入賞作品は旧永山

武四郎邸及び旧三菱鉱業寮のギャ ラ リ ーに展示さ れた（ 3/9～3/18）。  
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⑷ 関連文化財群等の PR 及び構成文化財等の周遊促進一般向けパンフレット作成 

  ア 配架 

    2, 000 部作成し 、 シンポジウムでの初配架後、 市内文化財施設、 各区役所等で順

次配架し たほか、 札幌市 HPでも 公開し た。  

  イ  内容 

    令和６ 年度の市民ワーク ショ ッ プにおける意見を 踏まえて設定し た関連文化財

群及びスト ーリ ー「 札幌の路面電車」 を コ ンテンツ と し たパン フ レ ッ ト を 作成し

た。 スト ーリ ーのほか、 関連施設などの情報も 盛り 込み、 周遊促進につながる 内

容と し た。  
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令和７年度事業計画（案）について 

 

１ 協議会の運営 

会議を２ 回程度開催し 、 協議会が推進する 事業の進捗状況の確認、 事業に関するア

ド バイ ザーから の意見聴取及び会員による 意見交換、 文化財の保存・ 活用等に関する

市民意見の共有等を行う 。  

 

２ 札幌市文化財保存活用地域計画に基づく事業の推進 

市民意見を 反映し て設定する関連文化財群及びスト ーリ ーを 生かし 、 文化財等を 周

遊するルート の設定や情報発信の強化を行う と と も に、 会員と も 更なる 連携を 図り 、

イ ンバウンド 対応も 視野に入れた観光拠点と し ての札幌の魅力向上を 図る。  

 ⑴ 市民ワーク ショ ッ プ開催 

【 実施時期】  令和７ 年８ 月～10 月頃 

【 内容】    20 人規模、 ２ 回程度の日程でワーク ショ ッ プを 開催する。  

参加し た市民意見を 踏まえ、「 関連文化財群と スト ーリ ー」 の設定 

（ １ 件予定） につなげる。  

 

⑵ ボラ ンティ アガイ ド 支援の実施 

【 実施時期】  令和７ 年８ 月～12 月頃 

【 内容】    文化財や歴史文化の周遊活動を 行っ ているボラ ンティ ア等を 対象と

し た講習会を１ 回実施し 、 関連文化財群等を 生かし ながら 、 観光客

に対し 、 札幌の文化財や歴史文化の魅力を 効果的に伝えるこ と がで

き るスキルアッ プを図る。  

 

⑶ シンポジウム「 さ っ ぽろ れき ぶんフ ェ ス」 の開催 

【 実施時期】  令和７ 年 10 月～令和８ 年３ 月頃 

【 内容】    札幌の文化財や歴史文化の価値や魅力を 周知・ 啓発する シン ポジウ

ムを １ 回開催する。 開催前には、 別途パネル展や SNS 等を活用し 、

シン ポジウムの告知、 及び札幌の文化財・ 歴史文化に関する情報発

信を 予定。  

 

⑷ 関連文化財群及びスト ーリ ーを生かし た市内文化財の PR 及び周遊促進パンフ レ

ッ ト 作成 

【 実施時期】  令和７ 年 10 月～令和８ 年３ 月頃 

【 内容】    今年度設定する「 関連文化財群」 等を コ ンテンツと し たパン フ レ ッ

ト を 2, 000 部作成予定。「 関連文化財群」 のスト ーリ ーを 生かし 、 市

内の文化財の周遊促進 につなげる。 作成し たパンフ レ ッ ト は、 文

化財施設や観光案内所等に配布する。  
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３ 札幌市ふるさと納税の寄附金を活用した事業 

⑴ 郷土資料館支援業務 

 【 実施時期】  令和７ 年度中 

  【 内容】    専門家を 一部の郷土資料館に派遣し 、 資料の保管方法や情報発信等

について講習を 実施し 、 郷土資料館が抱える課題解決の支援を 行う

予定。  

 

 ⑵ 文化財候補物件調査業務 

  【 実施時期】  令和７ 年度中 

  【 内容】    無形要素に関する掘り 起こ し 調査を実施する。 令和７ 年度は地域計

画の文化財リ スト 等から 無形要素の候補を 試行的に拾い上げ、 その

調査及び評価基準策定のために有識者への聞き 取り を 実施する予定。 

 

 ⑶ 拡大版「 さ っ ぽろ 文化財散歩」 掲載業務 

  【 実施時期】  令和７ 年度中 

  【 内容】    令和６ 年度設定の関連文化財群と スト ーリ ー「 札幌の路面電車編」

について、英語版と 合わせて「 よう こ そさ っ ぽろ 」 に掲載し 、周辺の

飲食店情報と 紐づけし 、 さ ら なる札幌市の歴史文化の情報発信を 予

定（ サーバ維持費の支払含む）。  

※ 主な事業の進行は札幌観光協会 

  

⑷ 「 さ っ ぽろ 文化財散歩」 増刷業務 

  【 実施時期】  令和７ 年度中 

  【 内容】    こ れまで製作し てき た各種パンフ レ ッ ト について、 在庫・ 配架状況

を踏まえて増刷する。  

 

 ※ 想定スケジュ ールについては別紙参照。  

※ 事業内容及びスケジュ ールは、 変更と なる可能性がある。  

-26-



令和７ 年度札幌市歴史文化のまちづく り 推進協議会 スケジュ ール（ 案）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

協議会の開
催及び運営

市民ワーク
ショ ッ プ開
催

ボラ ンティ
アガイ ド 支
援

シンポジウ
ム「 さ っ ぽ
ろ れき ぶん
フ ェ ス」 の
開催

関連文化財
群及びス
ト ーリ ーを
生かし た市
内文化財の
PR及び周遊
促進パンフ
レッ ト 作成

郷土資料館
支援業務

文化財候補
物件調査業
務

拡大版
「 さ っ ぽろ
文化財散
歩」 掲載業
務

「 さ っ ぽろ
文化財散
歩」 増刷業
務

配布
パンフ レッ ト
作成・ 印刷

企画準備・ 調整 パネル準備

構成検討
素材収集等

※ 事業内容及びスケジュールは、委託業者との調整により変更する可能性がある。

R7. 7. 30時点

協議会議決（ 前年度事業報告
今年度事業計画）

ワーク ショ ッ プ開催
企画
準備

参加者の
募集、 周知

協議会開催
（ 関連文化財群・
スト ーリ ーの設
定）

企画準備

参加者の
募集、 周知

支援事業の実施

委託業者等と 調整し 随時進めていく

開催

委託業者等と 調整し 随時進めていく

委託業者等と 調整し 随時進めていく

委託業者等と 調整し 随時進めていく
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